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ランス（ラニー・トルダ）

2018年にアクセス入職。農漁村ペレーズ地区の副コー

ディネーター。ケソン州の農村で、祖父母に育てられた。

大学ではマスコミを専攻。好きなものは猫、文学、時事

問題、オルタナティブ・ミュージック、アートと文化。
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ジェリック（クリスター・ジョン・ララ）

2011年にアクセス入職。都市貧困地区（トンド・パ

ヤタス）の子ども教育事業や青年会などを担当。大学

では産業組織心理学を専攻。在学中に学生団体を設立

し、リーダーとして活躍。人々が団結して国をよくし

ていけるようにすることが目標。

私たちをサポートして下さって

ありがとうございました。

ツアーが上手くいくように準備や手配を

してくださったことに感謝しています。

滞在中に日本で多くのことを学ぶことが出来て、

とても嬉しいです。これからも、こうして

日本とフィリピンの人々がときどき会う

ことができたらいいなと願っています。

ありがとうございました。

スタディツアーをサポート

してくださった皆様、本当に

ありがとうございました。私たちは

日本スタディツアーでの経験を通して、たくさんの

ことを学ぶことができました。とても嬉しいです。

スタディツアーが成功するようにと、時間や努力を

共有し、サポートしてくださったすべての人たちに感謝

しています。Maraming salamat po, mabuhay!  

(どうもありがとうございました、ツアー成功、バンザイ！）

「日本スタディツアー＆10年後のゴール

合同ワークショップ」が成功し、

心からホッとしています。準備期間中は、

不安とプレッシャーに苦しみましたが、結果的に

200人以上の方々に参加・協力していただき、

「皆さんと一緒に成功させた」アクセス史上最大の

プロジェクトになりました。ご協力くださった

皆さんへの心からの感謝を込めて、

本冊子をお届けします。

アクセス日本
事務局長 野田沙良
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10 年後のゴールワークショップ 

 

 

日本スタディツアーとは、認定 NPO 法人アクセスの 30 周年を記念して行われたスタディツアーのこと

です。フィリピンで子どもや女性への支援事業を担当し、日本からのスタディツアー参加者の受け入れも

担ってきた、フィリピン人スタッフ２名が参加しました。 

このスタディツアーには、目的が 2 つありました。1 つ目は、フィリピンの若手スタッフに日本社会へ

の理解を深めてもらい、アクセスの今後の活動へのヒントを得てもらうこと。2 つ目は、アクセスの未来イ

メージを共有するため、「10 年後のゴール」について話し合うワークショップを開催することです。この

報告書では、そんな日本スタディツアーで行ったことを、感謝を込めて、皆さんにシェアします！ 

 

 

 
 

day 1  日本到着！ 

day 2  釜ヶ崎訪問（こどもの里／地域見学） 

day 3  支援者とランチ、京都総評訪問 

day 4  山科醍醐こどものひろば、小野児童館を訪問 

day 5  ウィメンズカウンセリング京都訪問、支援者とディナー 

day 6  フェアトレード商品検品体験、支援者とランチ 

10年後のゴールワークショップ 1日目 

day 7  10年後のゴールワークショップ 2日目、支援者とディナー 

day 8  立命館大学でイベント登壇、ホームステイ 

day 9  フリーデー 

day 10  関東在住の支援者との交流 

day 11  フィリピンに帰国 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

？ 

 Osaka 
釜ヶ崎／支援者とランチ／ 

立命館大学でイベント 

 Tokyo 
協力者の皆さんと交流会 
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ツアー2日目の朝に訪問したのは、釜ヶ崎にあるこどもの里。
貧困や虐待などで苦しむ子どもたちやその家族が、安心してす
ごせる居場所を届ける活動を行っています。理事長の荘保さん
が案内して下さいました。 

「児童相談所の一時保護施設にいる間は外出禁止で、学校にも
通えない。施設は子どもたちが生活していた場所から離れるこ
とが多いから、多くの子どもは「自分たちは地域のコミュニ
ティから見捨てられた」と感じているんです。」と荘保さん。 

 
その点、こどもの里は地域密着型。子どもたちは、地元の学校
に通い続けながら、安心できる環境で生活が出来ます。ランス
は、子どもを地域から切り離さない理念に感激。「とても大切
なことだと思ったし、泣いてしまいそうになりました。」とポ
ツリ。 

女性限定のシェルター「ステップハウ
スとも」。内装を見学させて頂いたの
ですが、かなりおしゃれ。 

カフェ「さとPlatz」は「ステップハウ
スとも」で生活する女性の就労を応援す
るために運営されています。 

 

日本の「貧困地区」、 釜ヶ崎へ… 

あったかいみんなの居場所 

「こどもの里」 
三浦さんはこう続けます。「僕らは、釜ヶ崎から貧困をなくそ
うとしている訳じゃないんです。いろんな苦労を抱えた人たち
が、最後にたどりつくセーフティーネットとして、釜ヶ崎を発
展させていきたい。」人は、他の人の支えなしには生きられな
い。訪問したメンバー全員が、そのことを改めて強く感じさせ
られる日になりました。 

午後は、釜ヶ崎の見学へ。案内して下さったのは、日雇い労
働者たちをサポートする活動を長年続けている三浦さんです。 

3日目の午前中は、「山科醍醐こど
ものひろば」を訪ね、地域の子ども
のニーズに合わせさまざまなサポー
ト活動に取り組まれていることを学
びました。ジェリックとランスは、
山科醍醐こどものひろばの職員の皆
さんの、ボランティアの自発性や主
体性を尊重する姿勢がとても印象に
残ったと話していました。 
 
 

子どもとボランティアの 
主体性を大切に 

元気いっぱいの子どもたちと交流！ 

午後に訪れた小野児童館では、元気いっぱいの子どもたちが
２人を歓迎してくれました。ある女の子は、自分で作った折
り紙のお花をランスにプレゼント。また、フィリピン語での
挨拶も事前に練習しておいてくれたようで、「マガンダン・
ハポン（こんにちは）」と挨拶してくれる子も何人かいまし
た。後半は、警察官OBの方による防犯セミナーも行われ、貴
重な経験となりました。 

こどもの里、山科醍醐こどものひろば、小野児童
館と３つの子どもの居場所を訪問したことは、今
後フィリピンの子どもたちの健やかな成長のため
にアクセスがどんな活動をしていくのかを考える
上で、大いに参考になりました。 

私たちが釜ヶ崎を訪問してみ
て驚いたのは、外国人観光客
の多さ。三浦さんによると、
宿泊費が安価なことから、
釜ヶ崎は近年、外国人旅行者
に人気の宿泊スポットになっ
ているそうです。「釜ヶ崎は
変化し続けていますが、私た
ちは私たちに出来ることを続
けていくだけですよね。」 

ジェリックの素朴な疑問「ねぇねぇ、なんで日本はこんなにゴキブリがいないの？」 
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京都市社会福祉協議会が運営する

児童館で、小野小学校に隣接し、

100人以上の子どもたちが利用し

ている屋内型の遊び場です。 

地域に住むすべての子どもたちが、
心豊かに育つことをめざし地域の社
会環境・文化環境がより良くなるこ
とを大きな目的として活動する
NPOです。 

http://www.kodohiro.com URL 

https://www.eonet.ne.jp/~kodomonosato/ URL 



この⽇は、⻑年アクセスの活動を物⼼ともに⽀えてくれている⽀援者

の⽅にお招きいただき、⼤阪でランチ。⾒たこともないお料理に、テ

ンションが上がる二人。「人生のヒントになるようなお話だった」と

ランス。その足で阪急百貨店も訪問し、アクセスの事業地ペレーズで

作られたフェアトレードカードが販売されているようすを⾒ることも

できました。

アクセスのアクセスのアクセスのアクセスの支援者をををを訪訪訪訪ねてねてねてねて大阪大阪大阪大阪へへへへ

ウィメンズカウンセリングウィメンズカウンセリングウィメンズカウンセリングウィメンズカウンセリング京都京都京都京都

「⽇本の⼥性のおかれている現状を知りたい」というランス
からの要望で訪れたWCK。代表者である井上さんにお話を伺
いました。ここでは、フェミニズム的視点に⽴ったカウンセ
リングで、DVや性被害に遭った⼥性たちの回復を後押しして
います。ランスは、日本における性差別の現状を知り、思っ
ていた以上に⽇本の⼥性が⺟としても、⼥性としても、社会
的にも⼤変な⽴場にあるという事実に驚いていました。

Ｗ
Ｃ
Ｋ
の
井
上

さ
ん

（
写
真
左

）

をををを体験体験体験体験！！！！

この日の午前中、２人はフェアトレード商品の検品作業

に参加しました。自分たちが作った商品が、ボランティ

アなど多くの⼈の協⼒や努⼒があって初めてお客様のも

とに届いていることを体感したようです。また、ボラン

ティアの方々もフィリピンでフェアトレードに携わって

いるスタッフから直接お話を聞くことで、自分たちの活

動の⼤切さを再確認することができました。

検品方法を教えてもらっているランス

味噌汁が超お気に入りのランス、「喫茶うずらの味噌汁は、日本で食べた味噌汁の中でベスト！」
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Day6&7
アクセスのアクセスのアクセスのアクセスの未来未来未来未来をををを話話話話しししし合合合合うううう「「「「10101010年後年後年後年後のゴール・ワークショップのゴール・ワークショップのゴール・ワークショップのゴール・ワークショップ」」」」をををを開催開催開催開催！！！！

⇒⇒⇒⇒詳細詳細詳細詳細ははははP9P9P9P9----11111111をごをごをごをご覧覧覧覧くださいくださいくださいください。。。。

http://www.w-c-k.orgURL

女性女性女性女性のかけこみのかけこみのかけこみのかけこみ寺寺寺寺
検品検品検品検品

フェアトレードフェアトレードフェアトレードフェアトレード商品商品商品商品のののの



この日の夕方、スタディーツアー元参加者や寄付者の皆さんがアクセスの

事務所に集まり、ジェリックやランスとの再会を喜びました。お寿司とピ

ザを囲んで、和やかなムードで開催することができました。

ジェリックはお寿司についているワサビに初挑戦。フィリピンに持ち帰っ

て皆にも紹介したいと喜んでいました。その他にも、フィリピンのクリス

マスの祝い方、日本との文化の違い、日本の印象、スタディーツアーで学

んだことなど、話題は尽きず、あっという間に時間が過ぎていきました。

ディナーディナーディナーディナー交流会交流会交流会交流会

立命館大学立命館大学立命館大学立命館大学でのトークイベントでのトークイベントでのトークイベントでのトークイベント
元スタディツアー参加者から「せっかく２人が日本に来てくれてい

るのだから、スタディツアーに参加したことがない人たちにも、ス

タディツアーの素晴らしさを感じてもらいたい︕」という提案を頂

いて企画された⽴命館⼤学でのトークイベント。フィリピンの抱え

る問題についてジェリックやランスの経験をお伝えしましたが、

思ったよりも時間が⾜りなかったことが反省点でした。学⽣だけで

なく一般の人も多く参加して下さり、有意義な時間を過ごすことが

できました。

本場本場本場本場ののののたこたこたこたこ焼焼焼焼ききききをををを体験体験体験体験したホームステイしたホームステイしたホームステイしたホームステイ
イベント後にはホームステイで、日本の生活を体験してもらいました。

ホストファミリーと一緒にたこ焼きを作ったり、大阪城や神社を散策

したりして楽しい時間を過ごすと共に、日本の文化にも触れることが

できました。ジェリックは「家庭的なおうちだったので、日本に来て

から一番リラックスできました」と笑顔でした。

FREE DAY 東京東京東京東京でもでもでもでも！！！！！！！！

協力者協力者協力者協力者のののの皆皆皆皆さんとさんとさんとさんと交流交流交流交流

この日は、東京に移動し、

関東在住の協⼒者の皆さん

による交流会に参加。多摩

市にあるナチュランド・シ

ルフレイというレストラン

で、季節の野菜などを使っ

た、地球にも体にも心にも

やさしい食事でおもてなし

いただきました。

散策中にお地蔵さんに興味を持ったジェリック。うまく訳せず、笑ってごまかしました。
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二人二人二人二人をををを囲囲囲囲んでんでんでんで…………

・・・・・・・・・・・・・・・・

★
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小西 寿依 
本プロジェクトへの寄付者／会社員 

私は前職で国際協力の仕事をしていたのがキッカケで、
アクセスさんの事を知りました。今は転職して一般企業
に勤務していますが、どんな形でもいいから途上国支援
に携わっていたい、という想いから、クラウドファン
ディングでスタディーツアーを支援する事にしました。
来日した2人とディナーを食べながら途上国の現状や異
文化について語り合った事を、今度は私が社会に伝えて
いけたらいいなと感じています。 

佐藤 晴菜 
日本スタディツアー準備インターン 
大学生 

私は今回、NPO/NGOがどのように国際協力に貢献して
いるのかを知るためインターンメンバーとして参加させ
て頂きました。インターン中は様々な方がアクセスとい
う組織に携わり、互いに支え合っている場面を何度も目
の当たりにし感激しました。また、日本スタディツアー
への関わりと共に、今後の活動計画の議論の場に参加で
きたことを大変嬉しく思っています。未来のアクセスが
楽しみです。 

松田 拓真  
日本スタディツアー資金調達ボランティア 

大学生 

今回、僕はジェリックとランスが来日するツアーに携わることがで
き、とても良い経験ができました。僕はジェリックとランスが来日
するための資金を集めるクラウドファンディングの準備メンバーと
して参加していて、来日を準備する過程がなかなかスムーズに進展
できず、無事にツアーができるのか不安なこともありましたが、無
事にツアーが成功してとても嬉しいです！ 

2人には直接会うことはできませんでしたが、2人が来日している
姿を写真などで見て、僕自身もこれから、様々なことに向かって積
極的にチャレンジしようと思いました！2人の来日の経験がフィリ
ピンの発展に繋がることを期待しています。 

齋藤 綾香  
ランスのホストファミリー／大学生 

この度は、私の家でランスを受け入れさせて頂き本当にありが
とうございました。非常に楽しく学びのあるひと時で、家族
共々、ランスに感謝しています。すごく聡明で明るく細やかな
気遣いが出来るランスは、私たち家族にとって非常に楽しく新
たな刺激で、更に次なる挑戦の一歩を踏み出させてくれる存在
となりました。もっといて欲しかった、もっと話したかったと
家族皆声を揃えて言っています。国や言葉は違えども、共通す
るものや絆はあると身をもって実感し感謝と嬉しさで一杯です。
本当にありがとうございました。 

池上 岳昭  
本プロジェクトへの寄付者／教員 

2年前にフィリピンスタディーツアーに参加して、ある場所につい
て深く学ぶには、実際に足を運んで五感でその場所を感じること
が大切だと実感しました。そのため、今回のツアーのことを聞い
たときに、ぜひ日本にも来てもらいたいと思いました。食事会で、
お二人が日本とフィリピンの細かな文化の違いを感じながら、日
本人の自分でも知らないような貧困地域の現状やその改善に取り
組んでいる人たちの話を聞き、一緒に考えたという話をきいて、
やはり来てもらって良かったと思いました。今回学ばれたことを
お二人がこれからどう活かしていくのか、楽しみにしています！ 

杉山 遼  
理事／教員 

 

ツアーを支援してくださった皆様、ありがとうございました！とても有
意義なツアーになりました！特に有意義であったのは、二人と共に行っ
たアクセスの方向性、今後の事業についての議論です。アクセスの「学
べる」「挑戦できる」「成長させあえる」などの良さは残していくべき、
子ども支援について、子どもの主体性を尊重し、物的支援だけでなく、
心的成長を支援してきたい、など、様々な共通の想い確認することがで
きたからです。フィリピンスタッフも同じこと考えてくれてる！今後は
「この前の話に立ち返って…」と共通のベースで話ができる！と思え、
うれしくなると同時に、今までその確認すらできていなかったことを強
く反省しました。今後も今回の議論をベースに日比間でしっかり話し合
い、よりよい支援を実現していきます！ 
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参加メンバー 

★合計 12 名 

理事      3 名 

フィリピン職員 2 名 

日本職員    1 名 

元ボランティア 6 名 

インターン   3 名 

テーマ 

1. 未来につなげたいアクセスの魅力 

2. 子ども教育プログラムの 10 年後 

3. あなたにとってアクセスとは？ 

4. 日本事業の 10 年後 

 

 

 

 

 

 

 

付箋に想いを書き出し… 

参加者同士がペアになり、英語が苦手な人も頭をフル回転

させて自己紹介することから始まった、ワークショップ 1 日

目。最初に取り組んだワークショップのテーマは「未来につ

なげたいアクセスの魅力」でした。 

全員に付箋とペンが配られ、意見をキーワードにして書き

出します。「学びと成⻑の場」「more volunteers」などと

書かれた付箋が 20〜30 枚並んだところで、話し合い開始。

それぞれ、キーワードに込めた想いを話していきます。話し

合いながら、似た内容の付箋を近くに集めるなど、模造紙の

上でみんなの意見を並べかえ、視覚的にも理解しやすく整理

していきました。 

この話し合い方は、アクセスのスタディツアーでおなじみ 

の手法です。ジェリックとランスも積極的に参加し、ほぼす

べての意見を日本語と英語で共有しました。 
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子どもの居場所をつくるとしたら？ 

 次に、1997 年から実施してきた子ども教育プログラムの

成果と課題を振り返りつつ、「子ども教育プログラムの 10

年後」について、自由にアイディアを出し合うワークショッ

プを行いました。「アクセスがフィリピンに子どもの居場所

を作るとしたら、どんな場所にしたい？」と問うと、すぐさ

まジェリックが 1 枚の付箋に間取りを描き始めました。コン

ピュータ室、カウンセリングルーム、台所などが描かれたそ

の付箋は、話し合いを盛り上げる良いきっかけに。他の参加

者も、思い思いのアイディアを書いた付箋を付け足していき、

どんどん子どもセンターのイメージが固まっていきました。 

ジェリック、ランス、野田の 3 人の中に、日本スタディツ

アー中に訪問した子どもの居場所の共通したイメージがあ

ったことで、話し合いがスムーズに進んだように思います。

「家庭的な空間」「安心してなんでも話せる」「困っている

人の力になろうとする」といった、大切にしたい価値観も共

有できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本での活動はどう発展させる？ 

 2 日目は、「あなたにとってアクセスはどんな場だった？」

と「日本事業の 10 年後」という２つのテーマで話し合いま

した。スタディツアーに参加した若者が、ボランティアスタ

ッフとなって支援チームを形成し、自分たちで主体的に活動

を創りだしていくというのが、アクセスの日本事業の独自性

でした。しかし、ここ数年はそれがうまく機能しなくなって

きています。社会環境が変化していく中で、アクセスの独自

性を生かした新しい活動のありようとはどんなものなのか、

さまざまな意見が交わされました。 

 

厳しいルールで縛るのではなく、 

子どもの主体性を尊重する 

地域住民×ＮＧＯ×行政 

の協働運営 

子どもたち自身が企画した多様な 

行事を開催。学校では体験できない 

「生きる力」を伸ばす学びの場。 
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 また、現在のアクセス日本の事業に加えて、10 年後には

「貧困や戦争の構造的原因について学ぶ場」としての啓発事

業を強化したいという提案も投げかけました。すると、「ス

タディツアーでの戦争に関する学びはかなり衝撃的だった。

だからこそ、アクセスでは貧困問題だけでなく、戦争を活動

テーマとして扱っていきたい。」など、肯定的な意見がシェ

アされました。 

 アクセス日本の活動を体験したことがないジェリックと

ランスにとって、この日の話し合いは、日本のボランティア

スタッフが何を思い、何をアクセスに期待しているのかを少

しでも理解する良い機会になったのではないかと思います。 

 

言語の壁をこえて 

2 日とも、最初こそ相手の表情をうかがいつつ控えめに話

していた参加者の皆さんでしたが、始まって 10 分もすると

冗談やツッコミがばんばん飛び交うようになり、言語の壁を

こえて笑いあえる、充実した時間を共有することができまし

た。参加者の一人が「やっぱ、こうやって本気で語り合うの、

めっちゃ楽しいなぁ！」と感想を述べてくれたことが印象に

残っています。「真剣に語り合える場である」というアクセ

スの魅力が、まさにこのワークショップでも再現されていま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要なターニングポイントに 

ジェリックからは「ワークショップに参加したことで、自

分もアクセスの活動の一部なのだという実感がわいた。」と

いう感想が出ました。それに対して理事の森脇から、「以前

のアクセスは、トップダウンで物事を決める側面が強かった。

でも今回、ペレーズの現地スタッフとともに 10 年後につい

て話し合い、同じテーマでマニラ事務局でも話し合い、また

同じ内容をこうして日比合同でも話し合った。こうしたプロ

セスを経て物事を決めることをアクセスとして強化してい

くべきだと思う。」とコメントがありました。 

いろんな人を巻き込んで、いろんなレベルで話し合って未

来イメージを共有していく。「10 年後のゴール合同ワーク

ショップ」は、アクセスにとって大きなターニングポイント

になったように思います。 

今後は、子ども教育プログラムや日本事業の 10 年後のイ

メージをより具体化し、優先順位をつけたり数値目標を設定

するなどして、具体計画に落とし込んでいく予定です。また、

フェアトレード事業の 10 年後についても、同じようなプロ

セスで 10 年後のゴールを設定していきます。時間のかかる

作業ですが、一緒に活動する仲間たちみんながワクワクでき

る団体であるために、手間を惜しまず取り組みたいと思いま

す。そして近い将来、皆さんに「アクセスの 10 年後のゴー

ル」を胸を張ってお届けしたいと思います。どうか、楽しみ

にしていてください！  

話し合いを通して、アクセス 

日本の役割を知ることができた。 

それに、未来のことを話し合う中で、 

ワクワクできた。 

日本とフィリピンでは物の見方も 

違うので、共通のゴールを持つのは

難しいんじゃないかと思っていた 

けど、話し合うことで、同じ方向を

めざしていこうと思えた。 

こういう経験をさせてくれたことに 

感謝しています。 
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ランスとジェリックは、今回のツアーでどんなことを学んだのでしょうか？ 事務局長の野田とインターンの佐藤が、

２人にインタビューを行いました。 

 

 

野田：ツアーお疲れ様でした！今

回の滞在で、日本の印象は変わり

ましたか？ 

 

ランス：来日前は、日本人はそれ

ほど人と交流するのが好きではな

いのかな、という印象を持ってい

ました。実際来てみると、ホスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファミリーもとても親しみやすい

人たちだったこともあって、話し

ていくにつれて少しイメージが変

わりましたね。貧困問題に関して

は、暮らしぶりは良く見えても、

いろいろな苦労があるんだなと思

いました。例えば電車の中で見か

ける人たちがみんな疲れているよ

うに見えたり。それから、子ども

たちの数が思っていた以上に少な

いことにびっくり！ 

ジェリック：僕はランスほどは驚

きませんでした。ただ、日本人は

時間などにとても厳しいと思って

いましたが、みんながみんな、そ

うではないんだなと感じました。

また、日本の労働者はみんな 8 時

間しか働かなくていいのだと思っ

ていましたが、日本人労働者の多

くも労働者の権利を侵害されてい

ると知りました。例えば、フィリ

ピンのファーストフード店の労働

者はかなり働かされていると思っ

ていましたが、少人数で店舗を運

営させられている日本と比べると、

フィリピンは人数がいる分、また

違うなと感じました。 

 

佐藤：ツアー全体を振り返ってみ

ての感想はいかがですか？ 

 

ジェリック：来日前は、日本に釜

ヶ崎のような場所があるとは思っ

ていませんでした。釜ヶ崎では物

価が比較的安いことに驚いたので

すが、貧困を経験した人が、物価

の安い釜ヶ崎にたどり着くという

のはなるほどなと思いました。 

ランス：私は、総評とウィメンズ

カウンセリング京都（以下、

WCK）が一番印象に残っていま

す。総評では、組合の活動を維持

インタビュー「二人が日本で学んだこと」 
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肉はあまり食べないランス、「日本食は野菜料理が豊富なのがうれしい！」。 
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しようという努力・取り組みに驚

きました。WCK では、日本の家

父長的な歴史を考慮して、より女

性の目線から考える、フェミニス

トカウンセリングの手法を使って

いて、とても先進的だと思いまし

た。WCK は、女性のエンパワメ

ントにも力を入れていましたが、

とても重要なことだと思います。

多くの女性は母親として子どもを

育て教育する存在ですから、エン

パワメントの効果は女性たちだけ

でなく、子どもたちにもいい影響

をもたらすはずです。 

親である大人たちが、女性とし

て、労働者として、多くの悩みを

抱えていれば、その子どもたちも

辛い思いをする場面が増えてしま

います。そういう意味で、問題は

相互に繋がっているし、そうした

ことを今回のツアーで網羅的に学

べたのは良かったと思います。 

 

野田：大阪の釜ヶ崎についてはど

うでしたか？ 

 

ランス：こどもの里の荘保さんは、

子どもたちがしんどい状況にある

とき、彼らを励ますだけでなく、

子どもたちを地域のコミュニティ

から切り離さないということを大

切にされていました。その子が地

域においてトラブルを起こしたり

したとき、その子を隔離してしま

うのではなくて、その問題を地域

の人々と一緒に解決することが重

要だと。実際フィリピンでは、そ

のような子どもたちのための施設

が少なく、支援センターに連れて

いかれても、適切な扱いを受けら

れないことが多いのです。 

こどもの里の中の雰囲気が、と

ても家庭的な雰囲気だったのが印

象的でしたね。 

ジェリック：こどもの里の運営の

しかたは、フィリピンでも真似し

たいです。厳しいルールをつくら

ず、子どもたちが好きなようにす

ごしていい感じがよかった。遊ん

でもいいし、寝てもいいし、リラ

ックスして、何もしなくてもいい。

自由な感じがありました。 

ランス：小野児童館では、活動別

に教室が分かれていて、本を読み

たい子はこちらへ、遊びたい子は

こちらへとなっていたので、こど

もの里とは雰囲気が全然違いまし

た。こどもの里では、リビングと

こどもの遊び場は同じで、別なの

は台所だけでしたね。 

ジェリック：小野児童館は、２人

の子どもがおやつの時に部屋を分

けられていました。学童クラブに

参加するには費用がかかり、費用

を負担していない二人は、おやつ

を貰えなかったんです。フィリピ

ンでそんなことをしたら、子ども

たちの間でトラブルになりかねな

いので、驚きました。 

 

佐藤：フィリピンでの活動に生か

せそうな学びはありましたか？ 

 

ランス：私は、特に釜ヶ崎のこど

もの里のアプローチ方法がとても

良かったと思います。荘保さんが

シェアして下さった、子どもを中

心に施設を形作るという考えが好

きでした。また、「山科醍醐こど

ものひろば」の村井さんがお話し

て下さったことで印象的だったの

は、ボランティアに対して、指示

通りに動いてもらうのではなく、

ボランティアの意見や主体性を尊

重していらしたことです。その考

え方は、フィリピンでの活動に活

かしたいですね。ボランティアの

方にこれをしなさい、あれをしな

さいと指示を出しすぎてしまうと、

ボランティアの方は義務みたいに

感じてしまう場合があると思うん

です。 

ジェリック：山科醍醐こどものひ

ろばが採用している、子ども 1 人

につき、1 人のボランティアがつ

くというマンツーマンの体制も良

かったと思います。 

野田：私は、二人と一緒に３つの

「子どもの居場所」を訪ね、子ど

も支援のいろんなアプローチを知

れたことが大きな刺激になりまし

た。今後、アクセスの子ども支援

をどう発展させていくかを話し合

っていくことになるので、その議

論のベースとなるような共通イメ

ージを持てたのは本当によかった

です。今回の経験を、必ず将来の

活動に生かしていきたいです。 

「なか卯の卵をホテルで食べようと持ち帰ったら生でびっくりした～」とジェリック。 
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「
日
本
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
＆
十
年
後
の
ゴ

ー
ル
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
私
の
中
の

不
安
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

ア
ク
セ
ス
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
未
来

イ
メ
ー
ジ
を
描
け
る
よ
う
な
り
た
い
の
に
、
ど

う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
く
て
辛
い
、
と
い

う
不
安
で
す
。
そ
れ
を
、
２
０
１
７
年
末
に
若

手
理
事
や
古
く
か
ら
の
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
に

打
ち
明
け
た
こ
と
を
境
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
芽
吹
き
は
じ
め
ま
し
た
。 

２
０
１
８
年
度
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一

歩
と
し
て
十
年
後
の
ゴ
ー
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
第
一
弾
を
実
施
し
ま
し
た
。
日
本
と
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
職
員
・
理
事
、
長
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
結

果
は
イ
マ
イ
チ
。
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
も
ど

か
し
さ
に
苦
し
み
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
の
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ

ン
グ
委
員
会
と
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
具

体
的
な
準
備
作
業
を
始
め
ま
し
た
。
２
つ
の
委

員
会
に
十
人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
関
わ

っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

日
本
ツ
ア
ー
開
催
ま
で
残
り
半
年
を
切
っ

た
２
０
１
９
年
７
月
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
が
大
成
功
を
お
さ
め
、
当
初
目
標
の
２
倍

を
越
え
る
１
８
６
万
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
一
緒
に
実
現
し
よ

近
づ
い
て
き
ま
す
。
代
わ
り
の
来
日
メ
ン
バ
ー

が
ラ
ン
ス
に
な
っ
た
と
い
う
一
報
を
受
け
、
気

持
ち
を
立
て
直
し
て
、
最
後
の
準
備
に
と
り
か

か
っ
た
の
で
し
た
。 

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
う
し
た
準
備
期
間

は
私
に
と
っ
て
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
不
安

と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
日
々
で
し
た
。
二
人
の
来

日
は
楽
し
み
で
た
ま
ら
な
い
。
で
も
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
に
、
胸

を
張
っ
て
ご
報
告
で
き
る
よ
う
な
結
果
を
出

せ
る
の
か
、
自
信
が
も
て
な
か
っ
た
の
で
す
。

何
度
も
逃
げ
出
し
た
い
思
い
に
駆
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
度
に
私
は
、
「
な
ん
で
も
一
人
で
抱

え
込
む
の
は
私
の
悪
い
癖
。
不
安
も
怖
さ
も
周

り
の
人
に
伝
え
て
、
人
の
力
を
借
り
よ
う
。
」

と
自
分
を
諭
し
ま
し
た
。 

 

そ
う
し
て
迎
え
た
、
二
人
の
来
日
。
二
人
と

と
も
に
す
ご
し
た
１
１
日
間
は
、
本
当
に
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
。
訪
問
先
の
皆
さ
ん
に
は
、

本
当
に
多
く
の
学
び
と
刺
激
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
協
力
者
の
皆
さ
ん
と
お
会
い
す
る
時
間

も
、
思
っ
た
以
上
に
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
戸
惑
い
な
が
ら
手
探
り
で
準
備
し
た
十
年

後
の
ゴ
ー
ル
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
ジ

ェ
リ
ッ
ク
が
「
参
加
し
た
こ
と
で
、
自
分
も
ア

ク
セ
ス
の
活
動
の
一
部
な
の
だ
と
い
う
実
感

が
わ
い
た
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
た

ち
で
話
し
合
っ
て
納
得
し
て
決
め
た
「
私
た
ち

の
ゴ
ー
ル
」
を
持
ち
た
い
と
ず
っ
と
願
っ
て
き

う
と
し
て
く
れ
る
人
が
こ
ん
な

に
い
る
ん
だ
！
」
と
い
う
実
感

が
わ
き
、
大
い
に
勇
気
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。 

し
か
し
そ
の
翌
月
、
悲
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
舞
い
込
み
ま
す
。

来
日
予
定
だ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
が
、
や
む

を
得
な
い
事
情
で
ア
ク
セ
ス
を

退
職
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

ア
ク
セ
ス
の
未
来
を
一
緒
に
考

え
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
た

人
物
だ
っ
た
た
め
、
私
は
か
な

り
落
ち
込
み
ま
し
た
。
と
は
い

え
、
来
日
予
定
日
は
ど
ん
ど
ん

た
私
に
と
っ
て
、
彼
の
こ
の
感
想
は
、
と
っ
て

も
う
れ
し
い
も
の
で
し
た
。 

 

「
日
本
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
＆
十
年
後
の
ゴ
ー

ル
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
こ
う
し
て
皆

さ
ま
の
お
か
げ
で
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
で
も
、
こ
れ
で
満
足
と
い
う
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
今
回
、
来
日
し
た
二
人
と
と

も
に
描
い
た
未
来
イ
メ
ー
ジ
を
、
も
う
少
し
具

体
的
な
数
値
目
標
入
り
の
「
十
年
後
の
ゴ
ー

ル
」
に
ま
で
落
と
し
込
ん
で
い
き
た
い
の
で

す
。
「
想
像
で
き
な
い
未
来
は
、
実
現
で
き
な

い
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？ 

逆
に
、
し
っ
か
り
と
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
未
来
は
、
実
現
の
た
め
の
具
体
計
画
を
立
て

る
こ
と
が
で
き
、
実
現
可
能
性
が
と
て
も
高
く

な
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
私
は
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
し
っ
か
り
と
未
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
、

一
歩
一
歩
そ
の
実
現
に
向
け
て
歩
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

本
冊
子
で
は
、
十
年
後
の
ゴ
ー
ル
合
同
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
話
し
合
い
の
内
容
を
シ
ェ
ア

す
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
フ

ィ
リ
ピ
ン
と
日
本
で
話
し
合
い
は
続
き
ま
す
。

近
い
将
来
、
皆
さ
ん
に
「
ア
ク
セ
ス
の
十
年
後

の
ゴ
ー
ル
」
を
自
信
を
も
っ
て
お
伝
え
し
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
、
そ
の
ゴ
ー

ル
の
達
成
に
向
け
た
歩
み
に
参
加
し
て
も
ら

え
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
不
安
」
か
ら
始
ま
り
、
見
え
て
き
た
私
た
ち
の
未
来
。 

ア
ク
セ
ス
日
本 

事
務
局
長 

野
田
沙
良 
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本プロジェクトの実現のため、204名の方にご協力いただきました。こうしてたくさんの
方々と一緒にこのプロジェクトを成功させることができ、本当にうれしく思っています。
心より、感謝申し上げます。

ご協力くださった皆さまのお名前を以下に掲載させていただきます。（順不同）

◆ 準備・運営面での協力者 51名

本当にありがとうございました！

認定NPO法人アクセス
事務局長 野田沙良

ご協力くださった皆さま

◆ 寄付者 153名／186万円

片岡卓三、山田征、北條佳那枝、赤井真知、長艸真吾、西川裕也、小吹岳志、仲孝昌、山口治男、
廉屋達大、琴塚朗、喜多野章夫、今西良孝、浅賀詩織、澤真希子、土井佳彦、野田光子、前田奈々、
吉川哲弘、岡本友二、中山麻衣子、木村龍一、井上恒男、松本誠司、森分章彦、寺脇優衣、河合将生、
池上岳昭、山崎智文、小西寿依、坂倉幸、矢野高弘、近藤沙紀、中野貴行、湯谷啓明、井上賢次、
木澤佳美、前垣美輝、小役丸順也、奥村真理、野村勝美、有馬千智、落合淑美、新谷泰久、松岡春香、
藤田直也、杉本星子、海老澤美幸、福田菊、宮城佳代子、榎本桂子、木村奈緒、岡田章、青木雅美、
垣成崇雄、金田有香里、井田敏雄、三村紀美子、田中豊、大矢亜沙美、古谷兼一、岡政幸希、今町駿介、
岩井さくら、今村ひとみ、木下七美、津垣真柚子、荒木祐起、樋口朝香、柳詩織、岡室佑佳、南波華奈、
磯尾悠真、吉井安子、吉井由明、高橋美和子、荒木友紀子、奥田純子、安里陽子、河西実、茶園幹太、
杉山悠、杉山ふみか、池村奈津子、阪本純子、木原楓、青菅美咲、吉川舞、三浦恭子、中野梢子、
倉辻悠平、上野利江、井川千冬、中山実穂、杉山遼、佐藤真彦、河内山芽以、駒井真帆、松下晶、
山口七海、山本彩加、竹下由紀子、東口壽男、篠原通子、森井英樹、上田曜子、朝倉克己、岩西紗江子、
中山実穂、大久保瑞希、児玉美奈子、芦名里礼、融通念仏宗法蔵寺、喫茶うずら、小泉将貴、見沢翔、
山下智大、水野歌夕、村上裕宇、立部知保里、粟津涼平、松本孝行、村上怜美、森口友香子、川原和愛、
谷久美子、木澤瑞季、中家凌、吉井瞳、喜多綾音、瀧本志保、奥山隆生、浅野俊夫、西村則子、
椎名みゆき、金井ゆみ、林享三、木村理加、平井孝子、匿名13名

※「日本スタディツアー＆10年後のゴール合同ワークショップ」にかかった費用は59万円でした。
余ったお金は、アクセスの活動の継続および発展のために、大切に使わせていただきます。

ボランティア
藤田直也、吉井瞳、金川優香、坂倉幸、池田妃奈、市村春登、榎本胡桃、香山菊花、齋藤綾香、立岡柾、
中嶋祐里花、中谷百花、東星華、松井芙弥、南木健志、宮川明日花、森琴音、山口幹太、好光百合、
吉田莉多アシュレイ、杉山遼、近藤沙紀、荒澤沙樹、磯尾悠真、倉辻悠平、松本祐子、粟津涼平、
仲村拓馬、足立和愛、上野利江、木下七美、黒田真由、辻谷莉和、辻谷音彩、平井さくら、今村咲恵、
大久保瑞希、落合淑美、松田拓真、松本滉平、尾崎弘明、馬場眞貴子、十一智教、岡室佑佳、西村知晃

インターン
菊川弥夢、佐藤夏海、佐藤晴菜、渥美嵩志、匿名1名

15

ジェリックは日本の電車の便利さに感動！「マニラで進行中の地下鉄建設プロジェクトに反対してたけど、考え方が変わりそう。」

日本スタディツアーの動画（スライドショー）短縮版が
こちらからご覧いただけます！
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